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近年、 「つながり」という言葉をよく耳にしたり見かけ
たりするようになった。孤立し、育児に悩む母親、無縁社会など、人と人とのつながりが希薄になったことから起こると思われる社会問題も多い。 「つながり」そしてそれに関わるさまざまな問題に、言葉の研究はどのよう 関わっていけ だろうか。
親しさを表現するために日本語を母語として話す人たちは どのような言葉で、
相手への近しい感情を伝え、相手との距離を縮めているのだろうか。日本語は、親しさの言葉を発達させてこ かったと『日本語は親 さを伝えられるか』の中で滝浦真人氏は述べている。敬語は江戸時代まで 身分社会 中で発達し、明治以降、そして現代でもなお依然としてその価値を



















を解決したり、災害時など 人々が助け合える仕組み作りをしたりするための話し合いが行われ、それが新しいつがりの場になっていると思われる。そのような場で行われる話し合いでは、どのようなコミュニケ ションが行われているのであろうか。 『市民の日本語へ
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対話のための
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